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No.198  令和３年４月26日号

令和３年度一般会計予算
町 税 39億7,282万6,000円
地方交付税・交付金 28億1,480万0,000円
国・県 支 出 金 28億6,855万8,000円
使用料・手数料など 5億9,840万0,000円
町 債 10億8,730万0,000円
繰 入 金 7億7,803万4,000円
繰 越 金 1,000万0,000円
合 計 121億2,991万8,000円

たいしん一家の今月の家計簿 先月の家計簿
給 料 1 1 6,676円 1 1 8,054円
親 か ら の 援 助 82,667円 78,207円
親 か ら の 援 助 84,245円 86,546円
パ ー ト 収 入 1 7,574円 1 7,946円
ロ ー ン（ 借 入 金 ） 3 1 ,932円 53,360円
貯 金 の 取 り 崩 し 22,850円 35,460円
繰 越 金 294円 293円
合 計 356,238円 389,866円

令和３年度一般会計予算
人 件 費 17億6,155万3,000円
扶 助 費 29億3,867万9,000円
公 債 費 12億4,716万0,000円
物件・補助費等 36億4,750万3,000円
繰 出 金 等 11億9,474万7,000円
維 持 補 修 費 6,005万7,000円
積 立 金 5億527万0,000円
普通建設事業費 7億 3,059万9,000円
そ の 他 4,435万0,000円
合 計　121億2,991万8,000円

たいしん一家の今月の家計簿 先月の家計簿
食 費 5 1 ,734円 53,427円
医 療 費 86,305円 9 1 ,648円
ロ ー ン 返 済 36,627円 29,8 1 7円
電気代・保険料などの生活費 107, 1 22円 79,692円
子どもへの仕送り 35,088円 47,620円
車 の 修 繕 な ど 1 ,764円 774円
貯 金 1 4,839円 1 3,355円
家 の 改 築 な ど 2 1 ,457円 72,934円
予 備 費 等 1 ,302円 599円
合 計 356,238円 389,866円

太子町の家計簿
※先月の家計簿…令和２年度予算（一般会計）132億9,910万7,000円を、太子町の人口34,112人（R2.3.1現在）で割り、

町民１人あたり389,866円としています。

太子町の令和３年度予算（一般会計）121億2,991万8,000円を、太子町の人口34,050人
（R3.3.1現在）で割り、町民１人あたりに使われる356,238円を家計簿にしました。

収入（歳入）

支出（歳出）

食費（人件費）・医療費（扶助費）・ローン返済（公債費）は「義務
的経費」と呼ばれています。
義務的経費が多いと、家計に余裕がないことを意味しています。
太子町の令和３年度一般会計予算の歳出総額に占める義務的
経費の割合は、約49％となります。

総額121億3千万円、新型コロナワクチン　　 接種事業など　〜予算委員会〜

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

３
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告

す べ きも のと決 定す べ きも のと決 定
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小
中
学
校
特
別
教
室

空
調
設
備
の
工
事
実
施

設
計
に
関
す
る
予
算

７
７
０
万
５
千
円
を
計

上
し
、
代
わ
り
に
５
，

０
０
０
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
た
予
備
費
を
４
，

２
２
９
万
５
千
円
に
減
額

す
る
。

問　

今
年
度
、
空
調
設
備

に
関
し
て
予
算
化
さ
れ
て

い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
と

し
て
は
子
ど
も
の
命
を
守

る
観
点
か
ら
、
第
一
要
望

と
し
て
予
算
要
求
を
し
て

い
る
。
予
算
編
成
の
中
で

予
算
化
さ
れ
な
か
っ
た
と

い
う
事
だ
。

町
長　

重
要
性
は
認
識
し

て
お
り
近
い
将
来
実
施
し

た
い
が
、
コ
ロ
ナ
で
税
収

が
減
る
な
ど
見
通
せ
な
い

中
で
２
、３
年
は
待
っ
て

も
ら
い
た
い
。

問　

す
ぐ
に
工
事
で
は
な

く
設
計
が
必
要
と
思
う
が
、

実
施
す
る
と
す
れ
ば
そ
の

プ
ロ
セ
ス
と
費
用
は
。

教
育
次
長　

来
年
度
は
実

施
設
計
を
す
る
こ
と
に
な

る
。
費
用
は
７
７
０
万
円
。

工
事
は
さ
ら
に
次
の
年
の

６
月
以
降
に
な
る
。

副
町
長　

図
面
を
引
い
て

お
か
な
い
と
補
助
金
申
請

に
も
す
ぐ
に
対
応
で
き
な

い
の
で
、
副
町
長
決
裁
で

は
承
認
し
た
。

問　

総
合
教
育
会
議
以

降
、
充
分
な
協
議
は
な
さ

れ
た
の
か
。

教
育
長　

第
一
要
望
を
協

議
な
し
に
削
ら
れ
た
の
は

断
腸
の
思
い
だ
が
、
編
成

権
は
町
長
に
あ
る
。

町
長　

協
議
は
し
て
い

な
い
。

補
足
説
明　

現
時
点
で

は
、
４
月
26
日
の
週
に
最

初
の
１
箱
（
９
７
５
回
分
）

の
ワ
ク
チ
ン
が
太
子
町
に

届
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
国
で
は
、
６
月
末
ま

で
に
高
齢
者
３
６
０
０
万

人
の
接
種
を
完
了
す
る
と

し
て
い
る
。

問　

個
別
接
種
が
中
心

で
、
そ
れ
以
外
を
集
団
接

種
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ

の
医
療
体
制
は
。

答　

個
別
接
種
は
町
内

13
医
療
施
設
で
実
施
可

能
。
集
団
接
種
は
保
健

福
祉
会
館
と
文
化
会
館

の
２
ヵ
所
。

問　

接
種
の
予
約
と
ワ
ク

チ
ン
の
医
療
機
関
へ
の
配

送
が
複
雑
に
な
る
が
、
大

丈
夫
か
。

答　
「
予
約
接
種
シ
ス
テ

ム
」
を
使
い
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
で
受
け
付
け
る
。

電
話
予
約
に
加
え
て
ウ
ェ

ブ
予
約
も
可
能
。
予
約
状

況
は
医
療
機
関
や
担
当
課

で
も
確
認
で
き
る
。

修
正
案
の
内
容

主
な
質
疑

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
を
審
査
す
る「
予
算

委
員
会
」を
設
置
し
、３
月
15
日
～
17
日
ま
で
の
３

日
間
で
審
査
を
行
っ
た
。小
中
学
校
特
別
教
室
の
空

調
整
備
に
関
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
巡
っ
て
議
論
と
な
り
、教
育
委
員
会
が
最

重
要
予
算
と
し
て
提
案
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
協
議
も
な
く
削
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。審
議
の
結
果
、予
算
委
員
会
よ
り
修
正
案

が
提
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、全
員
一
致
で
修
正
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
ま
り
、審
査
意
見
を
付
し
て
本

会
議
に
報
告
し
た
。

予
算
委
員
会

予
算
委
員
会

　

 

予
算
委
員
会

委
員
長   

上
山　

隆
弘

副
委
員
長   

吉
田　

正
之

委　

員   

堀　
　

卓
史

　

〃　

   

森
田　

哲
夫

　

〃　

   

出
原　

賢
治

　

〃　

   

松
浦　

崇
志

総額121億3千万円、新型コロナワクチン　　 接種事業など　〜予算委員会〜

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

３
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告

予 算 案 を 修 正 可 決予 算 案 を 修 正 可 決

小
中
学
校
特
別
教
室

空
調
整
備

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種

保健福祉会館



4

太子町議会だより
No.198  令和３年４月26日号

会　計　名 予　算　額 主な内容

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 33億5,807万7,000円（歳入）国民健康保険税
（歳出）保険給付費

 5億7,305万7,000円
  23億5,265万1,000円

介 護 保 険 24億6,952万0,000円
（歳入）保険料

　　　支払基金交付金
（歳出）保険給付費

6億7,313万7,000円
 6億894万8,000円

22億512万2,000円

後 期 高 齢 者 医 療 5億1,777万6,000円
（歳入）保険料

　　　他会計繰入金
（歳出）後期高齢者医療広域連合納付金

 3億9,015万2,000円
 1億1万7,000円

 4億8,085万8,000円

墓 園 事 業 1,181万5,000円（歳出）墓園事業費 1,181万5,000円

　会　計　名 予　算　額 主な内容

企　

業　

会　

計

水
道
事
業
会
計

収 益 的 収 入 5億3,841万0,000円 営業収益　　　　　　　　　　　　　　
営業外収益等

　4億3,639万7,000円
  1億201万2,000円

収 益 的 支 出 5億3,806万1,000円 営業費用　　　　　　　　　　　　　　
営業外費用

5億2,062万7,000円
 1,393万4,000円

資 本 的 収 入 1億9,263万2,000円
工事負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　
企業債　　　　　　　　　　　　　　　　　  
投資有価証券償還受入金

  1,503万2,000円
   1億2,760万円

 5,000万円

資 本 的 支 出 4億6,271万8,000円
建設改良費                        
企業債償還金　　　　　　　　　　　　　
投資有価証券購入費　

 3億5,796万4,000円
  5,175万4,000円

　　 5,000万円

下
水
道
事
業
会
計

収 益 的 収 入 11億7,611万7,000円 営業収益　　　　　　　　　　　　　　
営業外収益等

　5億326万6,000円
 　6億7,285万円

収 益 的 支 出 12億735万9,000円 営業費用　　　　　　　　　　　　　
営業外費用

 10億3,475万7,000円
　1億7,010万2,000円

資 本 的 収 入 8億3,730万8,000円
受益者負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　
他会計出資金　　　　　　　　　　　　
企業債

700万円
4億6,180万7,000円

  3億3,140万円

資 本 的 支 出 12億6,880万2,000円 建設改良費                         
企業債償還金

 2億9,360万3,000円
　9億7,419万9,000円

令和３年度　特別会計・企業会計当初予算

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

３
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告

・
町
制
70
周
年
記
念
…
２
０
０
万
円

　

令
和
３
年
６
月
20
日
に
記
念
式
典
を
実
施
。未
来
に
残
す
べ
き
風
景
の
写
真
・
絵

画
も
募
集
す
る
。

・
農
業
次
世
代
人
材
投
資
…
３
０
０
万
円

　

青
年
の
就
農
を
促
進
す
る
た
め
、認
定
新
規
就
農
者
に
支
援
給
付
を
行
う
。

・
早
期
経
営
改
善
計
画
策
定
促
進
…
３
０
０
万
円

　

中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
が
専
門
家
の
力
を
借
り
て
経
営
計
画
を
策
定
す
る
費

用
を
支
援
す
る
。町
内
企
業
の
活
性
化
が
ね
ら
い
。

・
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
配
置
…
８
８
８
万
円

　

コ
ロ
ナ
で
増
加
し
た
学
校
現
場
で
の
事
務
作
業
や
感
染
症
対
策
に
対
応
す
る
た
め
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
…
１
億
５
，２
５
５
万
円

・
体
験
学
習
施
設
運
営（
利
活
用
促
進
）
…
３
７
５
万
円

　

総
合
公
園
内
に
開
設
。３
月
議
会
で
管
理
条
例
も
制
定
。

・
旧
環
境
セ
ン
タ
ー
除
却
…
３
億
３
，０
０
０
万
円

　

懸
案
だ
っ
た
旧
環
境
セ
ン
タ
ー
の
解
体
・
撤
去
を
実
施
す
る
。

・
協
議
未
了
状
態
で
の
予
算
提
案
は
許
さ
れ
な
い
。編
成
過
程
で
の
取
り
組

み
方
を
改
め
、町
当
局
一
丸
で
取
り
組
む
こ
と
。

・
落
ち
込
ん
だ
町
内
経
済
の
早
期
立
て
直
し
の
た
め
、国
・
県
か
ら
の
交
付

金
を
活
用
し
個
人
お
よ
び
法
人
へ
の
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
、補
正
予

算
も
含
め
て
検
討
す
る
こ
と
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い
て
は
、医
療
機
関
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
と
連
携
し
、担
当
課
だ
け
で
な
く
全
庁
的
に
取
り
組
む

こ
と
。

・
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
の
研
修
は
、参
加
者
を
民
間
企
業
や
一
般
町
民
に

も
広
げ
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。

・
事
業
全
体
の
省
力
化
、効
率
化
の
た
め
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
な

ど
）活
用
の
あ
り
方
を
研
究
す
る
こ
と
。

※
報
告
書
全
文
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

審
査
報
告
書
か
ら

主
な
新
規
事
業
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会　計　名 補　正　額 補正後の総額 主な内容

一 般 会 計（第8号） △6億5,413万1,000円 174億9,437万6,000円 給食センター建設工事費の減額補正　他

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 △615万5,000円 32億9,602万6,000円 特定健診委託料の減額補正　他

介 護 保 険 △100万0,000円 23億7,300万9,000円 介護予防・生活支援サービス事業費の減額補正　他

後 期 高 齢 者 医 療 2,077万8,000円 5億457万8,000円 特別徴収（現年分）の追加補正　他

墓 園 事 業 △13万4,000円 1,272万3,000円 墓園永代使用料の追加補正　他
企
業
会
計

水 道 事 業 1,382万9,000円 5億2,638万9,000円 消費税及び地方消費税の追加補正　　他

下 水 道 事 業 309万7,000円 13億819万8,000円 退職手当組合特別負担金の追加補正　他

会計別の補正予算金額

問　

学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
大
き
な
減
額

に
な
っ
て
い
る
が
そ
の
理
由
は
。

答　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定
の
委
託
料
は

当
初
の
見
積
も
り
を
参
考
に
計
上
し
た
が
、

今
回
、
小
学
校
費
で
約
２
，
２
０
０
万
円
、

中
学
校
費
で
約
１
，
１
０
０
万
円
減
額
し

た
。
契
約
段
階
で
業
者
と
交
渉
し
た
結
果
、

契
約
額
が
半
額
以
下
に
な
っ
た
。

問　

補
正
予
算
全
般
で
、
コ
ロ
ナ
が
与
え

た
影
響
や
課
題
は
。

答　

新
し
い
生
活
様
式
を
い
か
に
進
め
る

の
か
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
国
か
ら
の

交
付
金
も
合
計
６
億
５
，
０
０
０
万
円
の

う
ち
５
億
５
，
０
０
０
万
円
ぐ
ら
い
を
使

用
し
た
。
１
億
１
，
０
０
０
万
円
は
繰
越

し
を
し
て
令
和
３
年
度
に
創
意
工
夫
し
な

が
ら
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
使
用
し
た
い
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
で
１
つ
の
目

標
に
向
か
っ
て
仕
上
げ
て
い
く
機
会
が
非

常
に
制
限
さ
れ
た
。
新
し
い
学
習
の
姿
勢
、

教
室
で
の
対
応
等
も
含
め
て
社
会
教
育
、

文
化
活
動
、芸
術
活
動
、社
会
体
育
活
動
は
、

新
し
い
生
活
様
式
の
中
で
取
り
入
れ
な
が

ら
、
継
続
発
展
し
て
い
き
た
い
。

　

建
築
工
事
、
電
気
設
備

工
事
、
機
械
設
備
工
事
で

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
点
検
を
安

全
に
行
う
た
め
の
点
検

歩
廊
の
追
加
、
調
理
員
が

調
理
室
内
で
移
動
す
る
際

に
ド
ア
に
触
れ
な
い
よ
う

に
手
動
ド
ア
10
か
所
を
自

動
ド
ア
へ
変
更
す
る
な

ど
７
１
９
万
４
，０
０
０

円
を
追
加
し
、
11
億
５
，

８
８
９
万
４
，０
０
０
円

と
す
る
も
の
。

問　

機
械
設
備
工
事
が

変
更
に
な
る
こ
と
で
当

初
計
画
と
比
較
し
て
電

気
代
、
ガ
ス
代
等
は
ど
う

な
る
の
か
。

答　

貯
湯
タ
ン
ク
か
ら
電

気
温
水
ユ
ニ
ッ
ト
へ
の
変

更
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

が
年
間
47
万
円
程
度
安
く

な
る
。
機
械
自
体
は
変
更

に
よ
り
40
万
円
程
度
の
増

額
に
は
な
る
が
、
後
々
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
考

え
て
変
更
す
る
。

　

佐さ
よ
う用 

顕け
ん
ず
い瑞

氏
を
引
き
続
き

推
薦
す
る
こ
と
を
認
め
た
。

　

投
票
総
数
13
票
中　

賛

成
６
票
、
反
対
７
票
で
不

同
意
と
な
っ
た
。

問　

経
歴
な
ど
何
ら
異
存

な
い
。
人
物
も
行
政
で
十
分

人
選
さ
れ
た
と
思
う
。
し
か

し
、可
能
で
あ
れ
ば
複
数
期
、

在
任
し
て
頂
け
る
方
が
良

い
の
で
は
と
思
う
が
。

答　

年
齢
の
こ
と
を
言
っ

て
い
る
と
思
う
が
、
監
査

委
員
は
町
の
財
政
管
理
、

事
務
の
経
営
管
理
、
そ
の

他
行
政
管
理
へ
意
見
を
い

た
だ
け
る
方
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
今
回
、
上

程
さ
れ
た
方
は
73
歳
と
い

う
年
齢
で
は
あ
る
が
、
十

分
に
や
っ
て
い
た
だ
け
る

方
と
認
識
し
上
程
し
て
い

る
。（
監
査
委
員
の
任
期

は
１
期
４
年
）

問　

副
町
長
、
教
育
長
、

部
長
な
ど
に
相
談
な
く
、

決
め
る
と
い
う
こ
と
は
い

か
が
な
も
の
か
。

答　

こ
の
人
事
案
件
に

つ
い
て
は
総
務
部
長
、

総
務
課
長
な
ど
に
相
談

し
て
い
る
。

令
和
２
年
度
兵
庫
県
太
子
町

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
に
係
る
関
係
経
費
の

補
正
、事
業
執
行
に
伴
う
関
係
経
費
の
補

正
、繰
越
明
許
費
、債
務
負
担
行
為
及
び
地

方
債
の
補
正
。

工
事
請
負
変
更
契
約
の

締
結
に
つ
い
て（
学
校

給
食
共
同
調
理
セ
ン
タ

ー
改
築
工
事
）

●
主
な
質
疑

●
主
な
質
疑

人
権
擁
護
委
員
の
推
せ

ん
に
つ
き
意
見
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

監
査
委
員
の
選
任
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

３
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告

人
事
案
件
と
と
も
に
給
食
セ
ン
タ
ー

工
事
の
契
約
案
件
等
が
審
議
さ
れ
た
。

人
事
案
件
の
３
件
が
不
同
意
に

給食センター外観



6

太子町議会だより
No.198  令和３年４月26日号

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

３
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告

問　

依
頼
し
た
経
緯
と
時

期
の
説
明
を
。

町
長　

約
４
年
半
前
に
名

前
は
上
が
っ
て
い
た
が
、

当
時
は
依
頼
し
て
い
な

い
。
昨
年
の
夏
頃
、
複
数

回
会
っ
て
い
る
中
で
理
解

を
求
め
た
。

問　

一
般
質
問
で
、
町
長

は
大
事
な
こ
と
は
皆
で
決

め
ま
す
と
答
弁
し
て
い
る

が
、
今
回
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。

町
長　

相
談
す
る
と
い
う

の
は
、
人
事
の
こ
と
と
他

の
政
策
と
は
違
う
。
周
り

の
意
見
も
参
考
に
す
る

が
、
私
は
適
任
で
あ
る
と

考
え
決
め
た
。

問　

名
倉
氏
に
対
し
て
引

き
止
め
た
の
か
。
ま
た
、

定
年
退
職
す
る
部
長
に
は

声
を
か
け
た
の
か
。

町
長　

１
年
前
ぐ
ら
い
に

本
人
の
気
持
ち
を
確
認
し

た
。
定
年
退
職
す
る
部
長

に
も
声
は
か
け
て
い
る
。

問　

早
期
退
職
者
が
３
年

連
続
で
10
人
を
超
え
る
危

機
的
な
状
況
の
中
で
、
太

子
町
の
実
情
が
分
か
っ
て

い
な
い
外
部
か
ら
の
方
で

立
て
直
し
が
で
き
る
の

か
。

町
長　

こ
う
い
う
時
期
だ

か
ら
こ
そ
、
知
識
が
豊
富

で
行
政
を
よ
く
知
り
太
子

町
に
関
わ
り
の
あ
る
方
を

選
ぶ
基
準
と
し
て
考
え

た
。
立
て
直
し
に
当
た
っ

て
も
力
を
発
揮
し
て
く
れ

る
と
期
待
し
て
い
る
。

問　

内
部
出
身
者
に
声
掛

け
を
し
た
の
は
い
つ
か
。

町
長　

候
補
者
に
頼
む
前

に
内
部
に
も
打
診
は
し
て

い
る
。

問　

知
事
や
副
知
事
か

ら
も
推
薦
が
あ
る
の
は

事
実
か
。

町
長
　
事
実
で
あ
る
。

　

名
倉
副
町
長
が
県
の
人
事
異
動
で
任
期
を
一
年
残
し
令
和
３
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
本
町
を
退
職
す
る
。
後
任
と
し
て
候
補
者
を
選
任
し
、
町
議
会
の
同
意

を
求
め
る
。
当
初
、
町
職
員
を
貴
重
な
人
材
と
考
え
、
役
場
内
ま
た
は
関
係
者

で
適
任
と
思
う
方
に
打
診
し
た
が
、
受
け
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
や
む
な
く
県

職
員
Ｏ
Ｂ
の
方
を
上
程
す
る
。
本
町
の
行
政
課
題
に
迅
速
、
的
確
に
対
応
す
る

た
め
に
最
適
任
者
で
あ
る
と
考
え
、
コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
な
と
き
で
あ
り
、
町
政

の
安
定
と
町
民
生
活
の
向
上
の
た
め
選
任
に
同
意
を
求
め
る
。

太
子
町
副
町
長
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
町
長
か
ら
の
提
案
理
由
の
説
明

　

投
票
総
数
13
票
中　

賛

成
５
票
、
反
対
８
票
で
不

同
意
と
な
っ
た
。

問　

今
回
選
ば
れ
た
方
が

服
部
町
長
に
非
常
に
近
い

方
と
聞
い
て
い
る
。
点
数

を
付
け
て
一
番
高
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
が
、
他
の
方

も
熱
意
が
あ
り
、
年
齢
も

若
か
っ
た
と
思
う
が
。

答　

農
業
委
員
を
公
募
し

て
、
応
募
が
あ
っ
た
段
階

で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
は

載
せ
て
い
る
。
当
然
、
町

長
に
近
い
と
い
う
よ
う
な

こ
と
で
選
考
は
し
て
い
な

い
。
あ
く
ま
で
も
書
面
審

査
、
面
接
審
査
に
お
い

て
、
点
数
を
つ
け
６
名
の

選
考
委
員
会
の
う
ち
、
一

番
高
い
点
数
と
一
番
低
い

点
数
を
除
い
た
４
名
の
平

均
を
と
り
候
補
者
を
決
定

し
た
。

　

上
程
さ
れ

た
方
に
は
何

の
落
ち
度
も

責
任
も
な
く
、

行
政
の
説
明
と
資
料
に
よ

り
前
回
も
賛
成
し
た
。
今

回
も
同
じ
く
、
上
程
さ
れ

た
方
へ
の
同
意
案
件
で
あ

り
選
出
方
法
や
制
度
と
は

一
緒
に
せ
ず
切
り
離
し
考

え
、
資
料
に
基
づ
き
検
討

し
、
問
題
は
な
い
と
考
え

賛
成
す
る
。　

12
月
定
例

会
で
１
人
の

方
が
不
同
意

と
な
っ
た
こ

と
は
議
会
と
し
て
も
責

任
が
あ
る
。再
公
募
に
は

様
々
な
視
点
か
ら
違
和

感
が
あ
り
違
う
方
法
を

取
る
べ
き
。法
の
改
正
か

ら
、募
集
に
お
け
る
庁
内

の
規
定
の
見
直
し
も
求

め
る
。そ
れ
ら
の
責
任
か

ら
も
賛
成
は
で
き
な
い
。

●
主
な
質
疑

農
業
委
員
会
の
委
員
の

任
命
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

ザ･

討
論

上
山 

隆
弘 

議
員

中
薮 

清
志 

議
員

賛成賛成反対反対

●
主
な
質
疑
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太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

３
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告

長
谷
川 
正
信 

議
員

松
浦 

崇
志 

議
員

　

情
報
で
は
、
10
人
が
10
人
と
も
威
圧
感
の
あ
る
人

と
答
え
て
い
る
。

　

町
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
人
物
を
選
ぶ
と
き
、
パ
ワ

ハ
ラ
の
噂
が
立
つ
の
は
如
何
な
も
の
か
。
資
料
に
よ

る
経
歴
は
非
常
に
立
派
な
も
の
で
あ
る
が
、
国
や
県

で
立
派
な
経
歴
で
も
１
つ
の
町
、
１
つ
の
組
織
を
ま

と
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
何
よ
り
も
人
の
心
を
分
か

り
、
人
を
大
事
に
す
る
人
物
で
な
け
れ
ば
、
生
ま
れ

育
っ
た
太
子
町
の
副
町
長
を
私
は
任
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
名
倉
副
町
長
の
退
任
理
由
の
１
つ
に
三
役

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が
上
げ
ら
れ
た
。
17

条
の
憲
法
の
第
１
条
で「
和
を
も
っ
て
貴
し
と
な
す
」

と
示
し
た
聖
徳
太
子
も
泣
い
て
い
る
。
柔
ら
か
い
心

で
協
調
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
な
さ
い
と
い
う
意
味

だ
が
、
来
年
度
は
聖
徳
太
子
没
後
１
４
０
０
年
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
太
子
町
で
、
そ
の
教
え
は
実

行
で
き
て
い
る
か
。
そ
の
真
逆
で
あ
る
た
め
職
員
は

疲
れ
果
て
、
毎
年
多
数
の
早
期
退
職
者
を
出
し
、
組

織
が
壊
滅
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
パ

ワ
ハ
ラ
が
怖
い
の
は
、
人
格
否
定
で
人
や
組
織
を
壊

し
、
そ
し
て
結
果
的
に
は
町
を
腐
ら
せ
壊
し
て
い
く

こ
と
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
そ
う
い
う
疑
い
が

晴
れ
な
い
限
り
、
私
は
安
易
に
副
町
長
に
同
意
で
き

な
い
。

　

実
績
・
経
歴
や
人
物
評
価
に
よ
り
反
対
す
る
も
の

で
は
な
い
し
、
通
常
、
同
意
人
事
は
反
対
す
べ
き
で

は
な
い
。
但
し
そ
れ
は
行
政
組
織
が
正
常
に
機
能
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
だ
。
３
年
連
続
で
早
期
退
職
者

が
10
名
を
超
え
、
３
年
間
で
50
名
、
４
分
の
１
の
職

員
が
辞
め
た
。役
場
組
織
の
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

町
幹
部
間
の
信
頼
関
係
は
破
綻
状
態
に
あ
る
。
教
育

委
員
会
の
第
１
要
望
で
あ
る
小
・
中
学
校
特
別
教
室

の
空
調
設
置
が
、
協
議
を
行
わ
ず
に
町
長
査
定
で
一

方
的
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
こ
と
が
発
覚
し
、
予
算
委
員

会
は
混
乱
し
た
。
こ
の
よ
う
な
異
常
な
状
態
で
上
程

さ
れ
た
案
件
に
、
通
常
の
判
断
は
で
き
な
い
。

　

名
倉
副
町
長
が
在
職
し
て
い
た
間
に
、
役
場
内
部

か
ら
副
町
長
候
補
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
こ
こ
数
か
月
の
間
に

多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
。
解
釈
の
誤
り

に
よ
る
上
程
議
案
の
取
下
げ
、
公
文
書
の
庁
舎
外
持

ち
出
し
、
介
護
保
険
料
の
誤
徴
収
問
題
、
盗
撮
行
為

に
よ
る
職
員
の
逮
捕
。
今
、
太
子
町
役
場
で
は
組
織

改
革
が
必
要
で
あ
る
。
職
員
が
自
信
と
誇
り
を
取
り

戻
し
、
生
き
生
き
と
働
け
る
環
境
づ
く
り
が
急
務
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
太
子
町
役
場
出
身
者
か
ら
副

町
長
を
選
任
す
べ
き
だ
。

　

町
長
は
、
町
幹
部
と
の
連
携
が
全
く
取
れ
て
い
な

い
。
こ
の
よ
う
な
運
営
で
は
ま
す
ま
す
職
員
が
辞
め

て
い
く
。
辞
め
れ
ば
県
か
ら
補
充
し
て
も
ら
え
ば
い

い
と
い
う
安
易
な
考
え
は
、
職
員
の
信
頼
を
さ
ら
に

失
う
。
我
々
は
町
民
の
代
表
で
あ
り
、
全
町
民
が
こ

の
問
題
の
当
事
者
だ
。
お
か
し
い
こ
と
は
お
か
し
い

と
言
う
勇
気
を
持
と
う
。
こ
の
町
を
正
常
に
戻
す
こ

と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

上
山 

隆
弘 

議
員

　

本
来
、
人
事
案
件
、
同
意
案
件
等
に
つ
い
て
は
賛

成
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
太
子
町
が
異
常
な
状

態
で
あ
る
こ
と
は
３
月
定
例
会
に
お
い
て
明
ら
か

だ
。
町
長
が
副
町
長
と
接
し
て
き
た
事
情
も
大
変
失

礼
で
あ
り
、
県
よ
り
副
町
長
を
お
借
り
し
た
状
況
の

中
で
、
現
副
町
長
は
辞
め
さ
せ
た
の
と
同
じ
だ
。
人

事
対
応
全
般
に
つ
い
て
町
長
は
不
義
理
で
あ
り
、
人

潰
し
を
行
う
よ
う
な
姿
勢
は
断
じ
て
認
め
ら
れ
な

い
。
た
と
え
副
町
長
候
補
者
が
入
っ
て
も
、
同
じ
こ

と
を
繰
り
返
す
の
で
は
な
い
か
不
安
で
あ
る
。
候
補

者
に
対
し
て
も
結
果
、
失
礼
に
な
る
。
こ
の
人
事
案

件
が
否
決
さ
れ
る
こ
と
で
、
町
長
は
自
ら
の
責
任
を

認
識
し
辞
職
す
べ
き
だ
。
そ
れ
ぐ
ら
い
の
思
い
で
こ

の
人
事
案
件
は
反
対
す
る
。

ザ･

討
論

反対反対
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簿

予
算
委
員
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３
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告

井
村 
淳
子 
議
員

中
薮 

清
志 

議
員

首
藤 

佳
隆 

議
員

　

町
民
の
多
く
に
は
、
副
町
長
は
職
員
か

ら
選
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
強
い
。

ま
た
、
３
年
前
の
議
会
で
太
子
町
の
た
め

に
県
を
退
職
し
片
道
切
符
で
行
く
と
の
熱

い
思
い
を
聞
い
て
い
た
の
で
、
名
倉
副
町

長
が
任
期
１
年
を
残
し
て
退
任
さ
れ
る
こ

と
は
遺
憾
で
あ
り
残
念
で
あ
る
。
町
長
に

は
、
議
員
か
ら
の
質
疑
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
反
省
を
す
る
べ
き
だ
。
こ
の
同
意
人

事
案
件
は
極
め
て
重
要
で
、
名
倉
副
町
長

の
退
任
後
、
県
と
の
パ
イ
プ
を
空
白
に
し

て
は
な
ら
な
い
。
収
束
の
見
え
な
い
コ
ロ

ナ
禍
の
町
政
運
営
を
混
乱
さ
せ
て
は
な
ら

ず
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、
後
退
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
パ
ワ
ハ
ラ
疑
惑
は
確

証
が
な
く
、
う
わ
さ
の
域
を
超
え
な
い
。

知
事
・
副
知
事
も
推
薦
し
て
い
る
こ
の
副

町
長
人
事
に
同
意
す
る
。

　

人
事
同
意
案
件
は
本
人
に
よ
ほ
ど
の
こ

と
が
な
い
限
り
不
同
意
に
す
る
も
の
で
は

な
い
。
知
事
や
副
知
事
か
ら
の
推
薦
も
あ

る
の
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
反
対
す
る
理

由
が
な
い
。
行
政
運
営
や
住
民
福
祉
の
向

上
、
町
長
に
何
か
あ
っ
た
際
の
対
応
を
考

え
る
と
、
副
町
長
不
在
は
問
題
で
あ
る
。

　

町
長
は
、
反
対
討
論
の
意
見
を
真
摯
に

受
け
止
め
て
今
後
の
町
政
運
営
に
当
た
る

こ
と
を
強
く
求
め
る
。
信
頼
を
損
ね
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
に
不

満
が
出
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
し

か
し
、
知
事
・
副
知
事
が
推
薦
す
る
候
補

者
が
否
決
と
な
り
、
県
と
の
関
係
が
ぎ
く

し
ゃ
く
し
て
、
町
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
こ
れ
以
上
混
沌
と
さ
せ
る
べ
き
で
は
な

い
。
太
子
町
が
異
常
な
状
態
に
あ
る
と
い

う
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
解
消
す
べ

き
で
あ
る
と
伝
え
て
賛
成
す
る
。

上
山 

隆
弘 

議
員

　

条
例
自
体
を
決
め
る
こ
と
は
問
題
は
な
い
。
行

き
着
く
具
体
方
法
や
目
的
が
曖
昧
で
見
え
に
く
い

点
が
現
取
組
に
は
あ
る
と
感
じ
る
。
事
業
内
容
や

今
後
の
公
園
事

業
の
進
行
に
つ

い
て
し
っ
か
り

と
議
論
を
進
め

な
が
ら
よ
い
施

設
に
な
る
よ
う

期
待
を
込
め
て

賛
成
す
る
。

総
合
公
園
体
験
学
習
施
設
管
理

条
例
の
制
定

ザ･

討
論

賛成賛成

ザ･

討
論

賛成賛成
体験学習施設
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の
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予
算
委
員
会

３
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告

出
原 

賢
治 

議
員

松
浦 

崇
志 

議
員

　

予
算
案
が
充
分
な
協
議
と
熟
慮
の
末
に

出
さ
れ
た
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
事
態
と

な
っ
た
こ
と
は
残
念
だ
。
本
来
な
ら
ば
否

決
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
等
の
重
要
な
事
業
を
控
え
、
予
算

案
否
決
に
よ
っ
て
町
行
政
を
停
滞
さ
せ
る

べ
き
で
は
な
い
。

　

小
中
学
校
特
別
教
室
の
空
調
整
備
は
、

命
の
危
険
が
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
酷
暑
の
夏

が
常
態
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
一
刻
も
早

い
着
手
が
望
ま
れ
る
。
実
施
設
計
に
掛
か

る
費
用
７
７
０
万
５
千
円
を
予
備
費
の
一

部
か
ら
充
当
す
る
と
し
た
修
正
案
は
、
無

理
の
あ
る
も
の
と
は
思
え
な
い
。
た
だ
し

教
育
委
員
会
に
は
、
実
際
の
工
事
ま
で
の

間
に
、
補
助
金
活
用
の
充
分
な
検
討
を
要

望
す
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
、
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
り
、

安
心
安
全
な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

は
、
当
町
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
と
も
に
、
小
中
学
校
に
お
け
る
特
別
教

室
の
空
調
設
置
は
、
教
育
委
員
会
、
教
育

現
場
、
保
護
者
の
第
一
要
望
で
あ
っ
た
。

予
算
案
修
正
に
よ
る
実
施
設
計
の
み
な
ら

ず
、
次
年
度
以
降
の
空
調
設
置
工
事
の
実

施
に
向
け
、
計
画
を
進
め
る
こ
と
を
強
く

求
め
る
。

　

服
部
町
長
は
、
も
う
二
度
と
、
子
ど
も

に
関
わ
る
予
算
を
教
育
委
員
会
と
協
議
も

せ
ず
無
責
任
に
カ
ッ
ト
し
な
い
で
い
た
だ

き
た
い
。

　本会議場で教育長より予算案修正について謝罪があった。要旨は以下のとおり。

　特別教室の空調設置を来年度予算の教育委員会第一要望として提案したが、話し合い
もなく町長査定で一方的に却下されたことが今回の混乱の発端である。しかし、町当局
の一員として十分に協議がされていない予算を上程したこと、予算委員会の審議に混乱
を生じさせたことを誠に申し訳なく思い、教育長の職を辞して責任を取りたいと考える。
後任が決まるまでは責任を持って太子町の子どもたちのために全力を注いでいく。この
ような場合、責任のある者が説明責任を果たし、謝罪すべきは謝罪をし、襟を正すこと
が行政と議会の信頼関係の基礎になるものと考える。改めて教育行政を担う責任者とし
ておわびを申し上げる。

令
和
３
年
度
兵
庫
県
太
子
町
一
般
会
計
予
算

教育長 異例の謝罪発言

ザ･
討
論

賛成賛成

修
正
案

修
正
案
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太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

３
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告

議案賛成者は「○」、反対者は「×」とします。退席者は「退」、欠席者は「欠」とします。
藤澤元之介議員は議長のため表決権はありません。賛否の分かれた議案等

令和３年３月定例会議決結果

全員賛成で可決・承認・許可した議案等

全員賛成し修正可決した議案等
議　案　名

令
和
３
年

度
予
算

令和３年度兵庫県太子町一般会計予算

議　案　名
賛
成

反
対

結果

議員別賛否一覧
松　

浦　

崇　

志

出　

原　

賢　

治

森　

田　

哲　

夫

吉　

田　

正　

之

長
谷
川　

正　

信

玉　

田　

正　

典

上　

山　

隆　

弘

中　

薮　

清　

志

首　

藤　

佳　

隆

清　

原　

良　

典

中　

島　

貞　

次

井　

村　

淳　

子

堀　
　
　

卓　

史

藤　

澤　

元
之
介

同意

監査委員の選任につき同意を求めることについて ６ ７ 原案
不同意 無記名投票

農業委員会の委員の任命につき同意を
求めることについて

５ ８ 原案
不同意 無記名投票

太子町副町長の選任につき同意を
求めることについて

５ ８ 原案
不同意 × × × × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ －

名

条例

太子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
制定について

太子町介護保険条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

太子町総合公園体験学習施設管理条例の制定について

太子町学校給食共同調理センター設置条例の一部を
改正する条例の制定について

太子町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

太子町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定
について

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

太子町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

規約
兵庫県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共
団体の数の増減及び規約の変更について

撤回

議案第11号一般職の職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例の制定についての撤回の件

議案第12号太子町会計年度任用職員の給与及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
ての撤回の件

承認
専決処分したものにつき承認を求めることについて

（令和2年度兵庫県太子町一般会計補正予算（第7号））

諮問 人権擁護委員の推せんにつき意見を求めることについて

発議 太子町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

議  案

令
和
２
年
度
補
正
予
算

令和2年度兵庫県太子町一般会計補正予算（第8号）

令和2年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計補正予算(第4号）

令和2年度兵庫県太子町介護保険特別会計補正予算(第3号)

令和2年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計補正予算
(第3号）

令和2年度兵庫県太子町墓園事業特別会計補正予算（第1号）

令和2年度兵庫県太子町水道事業会計補正予算（第5号）

令和2年度兵庫県太子町下水道事業会計補正予算（第3号）

契約
工事請負変更契約の締結について

（学校給食共同調理センター改築工事）

令
和
３
年
度
予
算

令和3年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計予算

令和3年度兵庫県太子町介護保険特別会計予算

令和3年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計予算

令和3年度兵庫県太子町墓園事業特別会計予算

令和3年度兵庫県太子町水道事業会計予算

令和3年度兵庫県太子町下水道事業会計予算

その他 町道路線の認定について

条例

太子町議会議員及び太子町長の選挙における選挙運動の
公費負担に関する条例の制定について

太子町福祉医療費助成条例の一部を改正する
条例の制定について

太子町子どものための教育・保育に関する利用者負担額等
を定める条例の一部を改正する条例の制定について



11

太子町議会だより
No.198  令和３年４月26日号

井
村　

が
ん
治
療
に
よ

り
、ウ
ィ
ッ
グ
（
か
つ
ら
）

や
補
正
具
を
購
入
し
た
方

を
対
象
に
、
補
助
金
や
助

成
金
制
度
を
設
け
て
い
る

自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

県
議
会
、
公
明
党
の
要
望

も
あ
り
、
兵
庫
県
も
よ
う

や
く
令
和
３
年
度
に
医
療

用
ウ
ィ
ッ
グ
な
ど
の
購
入

費
を
補
助
す
る
方
針
を
固

め
た
。
町
の
見
解
を
求
め

る
。

生
活
福
祉
部
長　

が
ん
患

者
の
就
労
や
社
会
参
加
を

応
援
し
療
養
生
活
の
質
の

向
上
の
た
め
に
、
新
年
度

か
ら
対
象
者
や
補
助
内

容
を
県
の
要
綱
に
準
じ

実
施
す
る
。
助
成
額
は

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
上
限

５
万
円
、
乳
房
補
正
下
着

が
上
限
１
万
円
、

人
工
乳
房
が
上
限

５
万
円
で
あ
る
。

対
象
者
は
補
正
具

を
令
和
３
年
４
月

１
日
以
降
に
購
入

す
る
方
で
、
所
得

制
限
を
世
帯
所
得

４
０
０
万
円
未
満
と
す
る

予
定
で
あ
る
。

井
村　

２
人
に
１
人
が
が

ん
に
な
る
近
年
、
３
人
に

１
人
は
20
代
～
60
代
で
罹

患
し
、
仕
事
を
持
ち
な
が

ら
通
院
し
て
い
る
人
が
約

４
万
人
存
在
す
る
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
周
知
の
方

法
は
。

生
活
福
祉
部
長　

今
後
広

報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周

知
を
し
医
療
機
関
の
先

生
方
等
に
も
こ
う
い
う

制
度
が
あ
る
と
御
案
内

も
す
る
。

井村 淳子 議員

問
答

がん患者の外見変化に
伴う経済的支援を

4月からウィッグ等の購入費を助成する

アピアランス（外見）ケアの様子

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

３
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告

マークのあるテーマを掲載しています。その他のテーマ、全文は会議録をご覧ください。

質問者 質　問 掲載頁

井村　淳子

外見変化に悩むがん患者の方々に経済的な支援を
P11夫婦の健やかな妊娠・出産のために、不妊治療の入口となる検査費用の助成を

地球温暖化防止策「気候非常事態宣言」で、住民と問題意識を共有しよう

長谷川　正信 コロナ禍におけるトップの職責について P12

松浦　崇志
学童保育園の待機児童の発生について

P12
決裁文書を役場の外へ持ち出したことについて

吉田　正之
新型コロナウイルス感染症に対する町の政策で見直すべき所はないのか

P13
新型コロナウイルス感染症による各種団体に対する予算未執行に対する対応は

森田　哲夫 新型コロナウイルス感染症の疫病蔓延における対策とポストコロナ社会
に向けた新たな社会の実現について

P13

出原　賢治 行政組織の強化のために、いま、何が必要か P14

上山　隆弘 町長は行政基盤の確立のため、職員に対しての姿勢を改めよ P14

中島　貞次

在宅で安心して子育てできる支援を進めるべきだが

P15
障がい者への訪問看護療養費の自己負担軽減を実施しては

骨髄等移植ドナーへ費用負担を軽減し、血液がんを治す取り組みを

販売店が所有する商品中古軽自動車へ課税を免除するべきでは

本会議2、3日目（3月4、5日）の一般質問に8人の議員が登壇し、町執行機関に対し行政の在り方など議論が行われた。
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松
浦　

服
部
町
長

の
入
院
中
に
公
文

書
を
病
院
へ
持
ち

出
し
た
事
実
が
判

明
し
た
が
、
経
緯

と
内
容
は
。

総
務
部
長　

決
裁

書
類
が
17
件
、
う
ち
個
人

情
報
に
関
す
る
も
の
は
３

件
だ
。

松
浦　

書
類
が
第
三
者
を

経
由
し
た
と
の
こ
と
だ

が
。

総
務
部
長　

事
実
だ
。
病

院
内
で
は
看
護
師
に
お

願
い
し
た
の
で
、
町
長
に

は
直
接
渡
し
て
い
な
い
。

松
浦　

こ
の
件
を
副
町
長

は
承
知
し
て
い
た
の
か
。

副
町
長　

知
ら
な
か
っ
た
。

松
浦　

問
題
を
指
摘
す
る

者
は
い
な
か
っ
た
の
か
。

総
務
部
長　

い
な
か
っ
た
。

松
浦　

事
故
が
起
こ
ら
な

か
っ
た
か
ら
い
い
の
で
は

な
い
。
リ
ス
ク
管
理
の
意

識
の
問
題
だ
。
県
で
も
同

じ
こ
と
が
起
こ
り
得
る

か
。
相
談
が
あ
れ
ば
許
可

し
た
か
。
ま
た
町
長
の
見

解
は
。

副
町
長　

あ
り
え
な
い
。

決
裁
書
類
の
原
紙
の
持
ち

出
し
は
問
題
が
あ
り
、
許

可
し
な
か
っ
た
と
思
う
。

町
長　

致
し
方
な
か
っ
た
。

松
浦　

県
で
は
せ
ず
、
本

町
で
す
る
の
は
お
か
し

い
。
町
民
が
不
信
感
を
持

つ
よ
う
な
書
類
の
管
理
や

取
扱
い
は
避
け
る
べ
き

で
、
今
す
ぐ
ル
ー
ル
化
が

必
要
だ
。

長
谷
川　

な
ぜ
職

務
代
理
を
立
て
た

後
、
入
院
中
に
も

関
ら
ず
部
課
長
と

連
絡
を
取
っ
て
い

た
の
か
、
組
織
と

し
て
ど
う
な
の

か
。

町
長　

直
接
担
当
部
署
が

私
に
説
明
し
た
方
が
詳
し

い
し
、
入
院
期
間
だ
け
で

な
く
て
話
は
し
て
い
た
。

長
谷
川　

最
近
色
々
な
問

題
が
あ
る
。
町
長
の
言
動

が
幹
部
の
判
断
・
現
場
の

余
裕
を
な
く
す
起
因
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長 

コ
ロ
ナ
禍
の

中
か
な
り
の
負
担
を
か
け

て
き
た
。
職
員
は
お
互
い

助
け
合
い
な
が
ら
仕
事
を

き
っ
ち
り
と
や
っ
て
い
る

事
に
感
謝
し
て
い
る
。

長
谷
川　

今
回
の
経
験
を

踏
ま
え
て
コ
ロ
ナ
対
策
に

向
け
て
ど
の
様
に
活
か
し

て
い
く
の
か
。

町
長　

感
染
を
出
来
る
限

り
防
ぐ
た
め
、
国
・
県
と

連
携
し
な
が
ら
準
備
、
対

応
、
応
援
や
経
済
の
活
性

化
を
進
め
て
い
く
。

長
谷
川　

こ
れ
か
ら
の
明

る
い
太
子
町
の
未
来
は
あ

な
た
の
手
腕
に
掛
か
っ
て

い
る
。
町
長
の
職
責
と

は
、
※
有
事
斬
然
と
判
断
・

決
断
し
、
何
事
に
対
し
て

も
全
て
の
責
任
を
負
う
こ

と
が
一
番
で
あ
る
と
考
え

る
が
。

町
長　

こ
れ
ま
で
も
そ
の

様
に
努
め
て
き
た
の
で
内

部
で
詰
め
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

松浦 崇志 議員

長谷川 正信 議員

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

３
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告

町長不在の50日間の
経緯を検証したのか問

答 していない

※
有
事
斬
然
と
は
、
何
か
こ
と
あ
る

時
は
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し
な
い
で
キ
ビ
キ

ビ
と
や
る
こ
と
。

問

答

文書の取扱いについての
明確な規程はあるか

文書の取扱い規程はあるが、
公文書の持ち出し規程はない
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新型コロナウイルス（変異種）

プレミアム商品券

森
田　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種

体
制
は
整
っ
て
い
る
の

か
。

生
活
福
祉
部
長　

か
か
り

つ
け
医
に
よ
る
個
別
接
種

を
主
と
す
る
が
、
保
健
福

祉
会
館
及
び
文
化
会
館
に

お
い
て
集
団
接
種
も
併
用

し
て
実
施
す
る
。

森
田　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に

関
す
る
相
談
及
び
予
約
の

体
制
は
。

生
活
福
祉
部
長　

保
健
福

祉
会
館
内
に
設
置
す
る
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
相
談
及
び
接
種
日

時
・
接
種
場
所
の
受
付
を

す
る
。

森
田　

感
染
症
教
育
と
し

て
、
人
知
の
及
ば

な
い
こ
と
を
知
り

大
自
然
に
対
す
る

畏
敬
の
念
を
培
い

自
然
の
摂
理
に
従

っ
た
こ
こ
ろ
を
育

て
る
教
育
が
必
要

と
考
え
る
が
学
校

で
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

道
徳
教
育
に
お

い
て
学
校
で
取
り
組
ん
で

お
り
、
今
後
さ
ら
に
推
進

し
て
い
く
。

森
田　

ウ
イ
ル
ス
と
向
き

合
い
地
域
資
源
を
生
か
し

た
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に

向
け
た
取
り
組
み
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
。
今

後
、
疫
病
対
策
の
新
た
な

る
ビ
ジ
ョ
ン
を
町
は
示
し

こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

吉
田　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
町

内
商
工
業
者
へ
の
経
済
対

策
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
か
。「
プ
レ
ミ
ア

ム
付
た
い
し
商
品
券
」
に

つ
い
て
は
一
部
使
い
に
く

い
と
の
声
も
あ
る
が
。

総
務
部
長　

償
却
資
産
税

の
課
税
標
準
の
特
例
措
置

に
関
す
る
申
告
書
は
、
申

告
期
限
ま
で
に
エ
ク
セ
ル

形
式
に
対
応
す
べ
き
で
あ

っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

経
済
建
設
部
長
　「
プ
レ

ミ
ア
ム
付
た
い
し
商
品

券
」
は
総
じ
て
好
評
と
聞

い
て
い
る
。
93
店
舗
の
う

ち
飲
食
店
が
24
店
舗
で
、

期
間
中
に
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
た
影
響
が
あ

っ
た
と
は
思
う
。

制
度
設
計
に
お
い

て
は
今
後
さ
ら
に

広
く
利
用
で
き
る

事
業
に
な
る
よ
う

に
考
え
た
い
。

吉
田　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

に
今
後
一
層
デ
ジ
タ
ル
化

が
進
む
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
補
助
金
は
考

え
ら
れ
な
か
っ
た
か
。

経
済
建
設
部
長　

中
小
企

業
の
支
援
だ
け
で
は
無
い

が
、
何
を
す
る
か
に
つ
い

て
は
関
係
条
例
に
あ
る
協

議
の
場
で
意
見
を
聞
き
な

が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

吉
田　

本
年
度
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
事
業
等

が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と

で
、
来
期
以
降
の
予
算
編

成
に
影
響
が
あ
る
か
。

副
町
長　

特
に
な
い
。

森田 哲夫 議員

吉田 正之 議員

問
答

新型コロナの新たな
変異種への対応は

基本的な感染対策を確実にする

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

３
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告

問

答

コロナに対する経済対策で
見直すべき所はないか

反省すべき点もあるが
概ねうまくいっている
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上
山　

町
長
と
副

町
長
、
教
育
長
と

の
連
携
は
取
れ
て

い
る
の
か
。

副
町
長　

今
ま
で

の
答
弁
を
聞
い
て

分
か
る
と
思
う
、

発
言
は
控
え
た
い
。

教
育
長　

是
々
非
々
も
あ

る
。
組
織
の
一
員
で
会
話

は
し
て
い
る
。

上
山　
「
町
民
の
た
め
に

も
っ
と
働
き
た
い
思
い
で

あ
っ
た
が
町
長
の
尻
拭
き

に
疲
れ
、
う
ん
ざ
り
し

た
」「
好
き
嫌
い
人
事
、

短
期
間
異
動
で
職
員
が
育

た
ず
職
務
に
ミ
ス
が
増
え

職
員
が
疲
弊
し
て
い
る
」

「
そ
れ
ら
へ
の
改
善
を
町

長
に
直
訴
し
た
が
聞
き
入

れ
ら
れ
な
か
っ
た
」
な
ど

早
期
退
職
職
員
の
声
（
一

部
）
だ
。
つ
ま
り
、
町
長

が
組
織
を
理
解
し
皆
で
協

力
し
進
め
る
姿
勢
が
な
い

か
ら
組
織
は
壊
れ
て
い

る
。
今
こ
そ
人
事
規
程
を

作
り
、
新
人
職
員
へ
の
対

応
、
有
能
な
退
職
者
を
管

理
職
に
再
雇
用
す
る
な

ど
、
町
組
織
を
守
り
職
員

を
育
成
す
る
為
に
、
早
期

に
検
討
を
進
め
、
町
長
は

姿
勢
を
改
め
る
べ
き
だ
。

町
長　

声
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
今
後
に
生
か
す
。

役
場
組
織
の
こ
と
ま
で
考

え
て
い
な
か
っ
た
。
改
善

の
部
分
に
つ
い
て
、
職
員

と
相
談
し
な
が
ら
変
え
ら

れ
る
も
の
は
変
え
て
い
き

た
い
。

出
原　

令
和
２
年

度
の
早
期
退
職
者

は
何
人
か
。

総
務
部
長　

10
人

で
、
そ
の
う
ち
管

理
職
は
６
人
で
あ

る
。

出
原　

平
成
30
年
が
10
人

で
、
令
和
元
年
が
11
人
。

職
員
数
が
２
０
０
人
弱
の

太
子
町
で
、
毎
年
５
％
以

上
の
職
員
が
早
期
退
職
し

て
い
る
。
な
ぜ
な
の
か
。

町
の
行
政
基
盤
を
揺
る
が

し
か
ね
な
い
。

総
務
部
長　

残
っ
て
頂

け
る
よ
う
に
話
を
し
て

い
る
が
、
本
人
の
意
思
は

固
い
。

出
原　

原
因
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。
仕
事
に
魅
力

を
感
じ
ら
れ
て
い
る
か
。

仕
事
量
は
適
正
か
。
人
間

関
係
に
問
題
は
な
い
か
。

総
務
部
長　

や
り
が
い
を

見
い
出
す
こ
と
、
能
力
を

引
き
出
す
こ
と
が
大
切

だ
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
る
職
場
の
環
境

づ
く
り
が
特
に
重
要
だ
。

出
原　

人
材
は
組
織
の
財

産
で
あ
り
、
職
員
が
辞
め

る
こ
と
は
町
の
損
失
だ
。

施
政
方
針
の
「
行
政
基
盤

の
確
立
」
で
は
、「
人
づ

く
り
」
の
視
点
が
抜
け
て

い
る
。
信
頼
関
係
の
あ
る

強
い
組
織
に
す
る
意
味
で

も
、
人
を
つ
く
る
視
点
を

強
調
し
て
取
り
組
む
べ
き

だ
。

町
長　

も
っ
と
も
な
意
見

と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な

方
向
に
な
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。

上山 隆弘 議員

出原 賢治 議員

町長は職員を大切にすべきだ問

答 真摯に受け止める

庁舎内１階の様子

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

３
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告

人づくりの視点を強化せよ問
答 能力開発、研修の

新たな取り組みを考える
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あの日あの日
あの時あの時

あの質問あの質問 どうなったどうなった
以前の あの答弁あの答弁

以前の定例会での一般質問が、その後どのように反映されたかを追跡！

　持続可能な開発目標
（SDGs）をどのように

取り組むか

　総合計画に取り入れ、未
来に希望を持ち続けること
ができる持続可能なまち
づくりの実現を目指す。

　住民の皆様にSDGｓへの関心を持っていただくため、『みんなで考えるSDGｓの日』に
は、役場庁舎をSDGｓの目標と合わせた17色にライトアップした。また、令和3年度には住
民の皆様と町職員合同のワークショップ型SDGｓ研修の実施を予定している。これからも住
民の皆さんとともに、SDGｓの目標達成、持続可能なまちづくりへの取り組みを進めていく。

その後その後その後その後

令和2年令和2年
4月27日号4月27日号よりより  

194号

質疑質疑質疑質疑 答弁答弁答弁答弁

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

３
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告

中
島　

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー

（
骨
髄
提
供
者
）
へ
の
支

援
を
ど
う
す
る
の
か
。

生
活
福
祉
部
長　

ド
ナ
ー

の
負
担
を
軽
減
し
、
登
録

者
の
確
保
、
骨
髄
移
植
率

向
上
を
目
指
す
た
め
、
一

日
２
万
円
、
10
日
を
上
限

と
し
て
助
成
す
る
方
向
で

考
え
て
い
る
。

中
島　

血
液
が
ん

と
も
い
わ
れ
る
白

血
病
を
治
す
た
め

に
骨
髄
移
植
等
を

行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
町
民
へ

の
ア
ピ
ー
ル
は
ど

う
す
る
の
か
。

生
活
福
祉
部
長　

骨
髄
バ

ン
ク
登
録
な
ど
に
つ
い

て
、
町
の
要
綱
も
整
理
し

て
周
知
し
て
い
く
。

商
品
軽
自
動
車
へ
の
課
税

免
除
に
つ
い
て

中
島　

販
売
店
で
商
品
と

し
て
お
い
て
い
る
軽
自
動

車
に
、
税
金
が
か
か
っ
て

い
る
が
、
課
税
免
除
の
対

象
と
な
る
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

副
町
長　

軽
自
動
車
を
買

い
取
り
、
次
に
転
売
す
る

ま
で
に
、
一
時
使
用
中
止

の
手
続
き
を
す
れ
ば
課
税

対
象
と
な
ら
な
い
が
、
次

の
購
入
者
は
車
検
登
録
の

負
担
が
生
じ
る
。
そ
の
た

め
、
こ
の
手
続
き
を
し
な

い
で
、
一
時
的
に
販
売
者

名
義
と
し
て
い
る
。
取
得

し
た
時
か
ら
の
走
行
距
離

で
課
税
免
除
対
象
と
す
る

な
ど
考
え
て
い
き
た
い
。

中島 貞次 議員

問
答

骨髄バンク登録を増やすべきではないか
自己負担を軽減し、

骨髄移植への理解を深める
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条
例
改
正
の
議
案
５
件
と

町
道
路
認
定
、特
別
会
計
予

算
２
件
の
審
査
を
行
っ
た
。

全
て
の
案
件
を
全
員
賛
成
で

可
決
す
る
も
の
と
し
て
本
会

議
に
報
告
し
た
。

問　

ユ
ニ
ク
ロ
太
子
店
裏

側
の
農
地
の
中
に
擁
壁
が

あ
る
が
、
境
界
に
問
題
が

生
じ
な
か
っ
た
の
か
。

答　

事
業
者
と
農
地
の
所

有
者
間
で
き
ち
ん
と
説
明

が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、

苦
情
等
は
聞
い
て
い
な

い
。

問　

町
議
会
議
員
の
選
挙

で
は
公
費
負
担
は
今
ま
で

な
か
っ
た
が
、
今
回
の
条

例
改
正
で
市
議
会
議
員
と

同
様
と
な
る
。
た
だ
し
供

託
金
が
没
収
と
な
っ
た
場

合
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と

あ
る
が
。

答　

そ
の
と
お
り
だ
。
ち

な
み
に
、
町
議
会
議
員
選

挙
で
は
15
万
円
の
※
供
託

金
が
課
せ
ら
れ
る
。

問　

 

住
民
が
自
由
に
使

え
、
町
外
か
ら
も
貸
館
申

し
込
み
が
あ
れ
ば
使
え
る

が
、
自
由
に
使
え
る
の
は

東
屋
の
と
こ
ろ
か
、
ま
た

供
用
開
始
は
い
つ
か
。

答　

東
屋
は
会
館
南
側
に

今
つ
く
っ
て
い
る
が
、
予

約
で
は
な
く
自
由
に
使
う

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

７
月
に
開
館
し
た
い
。

問　

使
用
料
に
つ
い
て
、

借
り
る
時
の
区
分
は
。

答　

午
前
・
午
後
と
も
同

料
金
で
、
１
時
間
あ
た
り

小
さ
い
部
屋
で
４
０
０

円
、
大
き
い
部
屋
で

７
０
０
円
と
設
定
し
て
い

る
。
町
の
事
業
や
学
校
が

使
う
時
は
１
０
０
％
減
免

し
、
町
内
の
自
治
会
が
使

う
時
は
50
％
減
免
す
る

等
、
減
免
規
定
は
施
行
規

則
で
定
め
る
。

問　

沖
代
水
源
地
の
借
地

料
が
予
算
に
あ
が
っ
て
い

る
が
。

答　

地
元
と
協
議
を
進
め

て
い
る
が
、
早
期
返
還
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問　

雨
水
1.4
号
幹
線
の
工

事
の
進
捗
状
況
は
。

答　

令
和
２
年
度
は
工
事

の
支
障
に
な
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

ケ
ー
ブ
ル
と
水
道
管
の
仮

設
工
事
を
メ
イ
ン
で
行
っ

た
。
令
和
３
年
度
は
関
西

電
力
㈱
の
電
線
が
工
事
の

支
障
に
な
る
た
め
、
移
設

工
事
を
同
社
に
実
施
さ
せ

る
。
ま
た
、
本
体
工
事
に

も
着
手
す
る
。

◆
総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
◆

３
月
10
日

付
託
案
件
審
査

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
提
言

町
道
路
線
の
認
定

（
４
路
線
）

議
会
議
員
及
び
町
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例

総
合
公
園
体
験
学
習

施
設
管
理
条
例
の
制
定

令
和
３
年
度
水
道
事
業

会
計
予
算

令
和
３
年
度
下
水
道

事
業
会
計
予
算

任期２年の最終提言任期２年の最終提言
  ①空き家の適正管理について

②町内産業の現状について

◎自治会と連携し各地域の現状把握に継続して努
め、空き家バンク登録制度が有効活用されるよう
に取り組むこと。

◎町内経済の一日も早い回復のためには、町内事
業者の自助努力による回復を行政が支援する制度
構築が必要だ。その根拠として「太子町中小企業・
小規模企業振興基本条例」を引き続き活用するこ
と。また町の発展のために、線引きの見直しを含
めた用途地域の見直しを行うこと。

　

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
調
査
特
別
委
員
会

　

意
見
を
集
約
し
、
最
終
提
言
を
ま
と
め
た
。

　

委
員
会
を
計
９
回
、
委
員
協
議
を
計
10
回
と
重

ね
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
等
の
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向

け
た
調
査
研
究
を
行
な
っ
た
。

　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、
業
務
の
効
率
化
、
議
会
の

活
性
化
や
質
的
向
上
、
災
害
等
の
緊
急
時
の
活
用
、

町
民
へ
の
情
報
発
信
等
の
面
で
様
々
な
効
果
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
的
に
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
太
子
町
議
会
に
お
い

て
も
端
末
等
の
早
期
導
入
を
図
る
べ
き
で
あ
り
、

令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
結
論
に
至
っ
た
。

２
月
７
日

課
題
調
査

●
主
な
質
疑
応
答

町道路線の認定

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

３
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告

※
供
託
金
…

　

候
補
者
が
選
挙
に
出
馬
す
る
際
に

収
め
る
金
銭
。



17

太子町議会だより
No.198  令和３年４月26日号

　

条
例
改
正
の
議
案
５
件

と
特
別
会
計
予
算
４
件
の

審
査
を
行
っ
た
。
全
て
の

案
件
を
全
員
賛
成
で
可
決

す
る
も
の
と
し
て
本
会
議

に
報
告
し
た
。

問　

改
正
の
目
的
と
そ
の

影
響
は
。

答　

訪
問
看
護
療
養
費
が

助
成
対
象
と
な
っ
た
こ
と

と
、
税
制
改
正
で
、
寡
婦

控
除
の
み
な
し
適
用
が

「
ひ
と
り
親
控
除
」
に
な

っ
た
。
療
養
費
の
影
響
は

対
象
者
３
名
、
30
万
円
を

予
算
計
上
し
た
。
控
除
に

つ
い
て
の
影
響
は
な
い
。

問　

未
婚
の
ひ
と
り
親
へ

の
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
の

適
用
を
条
理
か
ら
削
除
す

る
が
、影
響
は
な
い
の
か
。

答　

今
年
度
の
対
象
者
は

い
な
い
。

問　

条
例
改
正
に
よ
る
影

響
は
。

答　

働
き
方
改
革
に
よ
る

課
税
で
、
不
利
益
が
生
じ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め

だ
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
、
本
年
度
の
税
率
は

据
置
き
と
な
る
。

問　

介
護
用
品
支
援
事
業

と
は
。

答　

介
護
用
品
で
紙
お
む

つ
等
を
支
給
し
て
い
る
。

そ
の
場
合
、
家
族
の
申
請

者
は
町
外
の
方
で
は
な

く
、
太
子
町
の
被
保
険
者

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

改
め
た
。

問　

食
育
の
今
後
の
方
針

と
重
点
目
標
は
。

答　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
を
提
供
し
、
健

康
増
進
や
体
力
向
上
を
図

る
こ
と
が
目
的
だ
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
国
民
健
康
保
険
証
に

な
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
そ
の

人
の
保
険
資
格
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
わ
か
る
の
で
、

転
出
後
誤
っ
て
太
子
町
の

保
険
証
を
使
用
す
る
の
が

防
止
で
き
る
。

問　

高
齢
者
人
口
が
増
え

て
今
後
保
険
料
は
ど
う
な

る
の
か
。

答　

県
内
で
太
子
町
の
高

齢
化
伸
び
率
が
一
番
大
き

い
。
今
後
介
護
サ
ー
ビ
ス

料
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
保
険
料
収
入
が
な

い
と
厳
し
い
。

問　

高
齢
者
へ
の
き
め
細

や
か
な
支
援
に
向
け
て
の

保
健
師
の
確
保
は
で
き
る

の
か
。

答　

専
従
保
健
師
を
一
人

配
置
す
る
予
定
で
あ
る

が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
各
地
で
保
健
師
不
足
に

な
っ
て
お
り
、
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。

問　

今
後
の
墓
園
事
業
で

民
間
と
の
協
議
や
ニ
ー
ズ

調
査
を
実
施
す
る
た
め
の

予
算
措
置
は
。

答　

今
後
の
運
営
は
厳
し

い
状
況
が
続
く
が
、
今
年

７
件
の
利
用
者
が
あ
っ

た
。
今
後
も
利
用
者
を
掘

り
起
こ
す
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
く
。

◆
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
◆

３
月
９
日

付
託
案
件
審
査

●
主
な
質
疑
応
答

３
月
定
例
会
で
、
当
局
に

　
　
　
　

３
つ
の
提
言
を
行
う

福
祉
医
療
費
助
成
条
例

の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

学
校
給
食
共
同
調
理
セ

ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一

部
改
正

令
和
３
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

令
和
３
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

令
和
３
年
度
墓
園
事
業

特
別
会
計
予
算

子
ど
も
の
た
め
の
教

育
・
保
育
に
関
す
る
利

用
者
負
担
額
等
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

令
和
３
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

任期２年の最終提言任期２年の最終提言
  ①給食センターのあり方について

②環境にやさしいまちづくりについて

③子育て対策について

◎令和３年３月末完成後、移転、試運転、そして令和３年９月からの本稼働
を計画通り進行させるために万全の態勢で臨むこと。

◎高い衛生水準を保ち、最新の注意を払って業務を行い、安全安心かつ美味
しい給食の提供に努めること。

◎新給食センター周辺の道路状況にも配慮した輸送体制を心掛けること。

◎不法投棄について、より一層の注意喚起を行うこと。
◎３R 推進を町民にアピールし、循環型社会の形成、子どもたちへの未来へ

美しい地域環境を引き継ぐ取り組みを意識すること。

◎新しい子育て支援センターが子育て拠点施設として機能するよう管理運営し
ていくこと。さらに、子育ての将来構想を親子目線でも考え、子ども・子育て 
支援事業計画の推進に万全を期すこと。

太
子
町
の
家
計
簿

予
算
委
員
会

３
月
定
例
会

ザ
・

討

論

議

決

結

果
一

般

質

問

委
員
会
報
告
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議会傍聴に
お越しください！
議会傍聴に
お越しください！
議会傍聴に
お越しください！

6月定例会予定
・6月  2日（水）　【第1日／提案説明】
・6月  3日（木）　【第2日／一般質問】
・6月  4日（金）　【第3日／一般質問】
・6月  7日（月）　【第4日／議案質疑】
・6月18日（金）　【第5日／討論・採決】

　6月定例会の予定は、左記のとおりですが、変更する場
合がありますので、正式日程はホームページまたは議会
事務局までお問い合わせ下さい。

◆お知らせ

季
節
は
春
か
ら
初
夏
へ

　

自
然
の
リ
ズ
ム
は
社
会
の
喧

騒
に
見
向
き
も
せ
ず
時
を
刻
ん

で
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
コ
ロ
ナ
と
の

共
存
社
会
で
、
人
間
の
英
知
あ

る
行
動
が
自
分
を
守
り
、
人
を

守
る
社
会
を
築
く
も
の
と
思
い

ま
す
。

　

皆
様
の
ご
自
愛
を
念
願
し
、

現
編
集
委
員
に
よ
る
議
会
だ
よ

り
を
終
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
、
御
愛
読
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　

（
中
島  

貞
次　

記
）

編
集
後
記

◆
編
集

広
報
広
聴
委
員
会

委  

員  

長　

中
薮　

清
志

副
委
員
長　

出
原　

賢
治

委　
　

員　

堀　
　

卓
史

　
　
〃　
　

井
村　

淳
子

　
　
〃　
　

中
島　

貞
次

　
　
〃　
　

上
山　

隆
弘

　
　
〃　
　

玉
田　

正
典

「声」「声」「声」「声」「声」

議会だよりを

読んでのご感想など

�お聴かせください。

あなたの　　　  を

お聴かせください

お問い合わせは太子町議会事務局 まで

　

暖
か
で
和
や
か
な
中
、議

場
内
は
厳
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

折
り
鶴
を
ラ
イ
ス
シ
ャ
ワ

ー
に
見
立
て
祝
福
さ
れ
な
が

ら
議
場
か
ら
真
っ
直
ぐ
に
伸

び
た
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
を

白
無
垢
に
身
を
つ
つ
み
一
人

で
歩
い
て
く
る
の
は
障
害
者

支
援
施
設
あ
す
か
の
家
に
勤

め
る
笹さ

さ

﨑ざ
き

安あ

ゆ

り
悠
里
さ
ん
で
す
。

　

こ
れ
は
太
子
あ
す
か
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会
が

企
画
し
た
、コ
ロ
ナ
に
負
け
る

な
！
「
あ
な
た
の
夢 

叶
え
る

お
手
伝
い
し
ま
す
」で
採
用
さ

れ
た
夢
の
一
場
面
で
す
。

　

夢
を
応
募
し
た
の
は

施
設
長
の
岡
本
功
さ
ん
。

　

日
頃
か
ら
頑
張
っ
て

い
る
部
下
の
笹
﨑
さ
ん

が
何
気
な
く
言
っ
た「
白

無
垢
を
着
た
い
」と
い
う

夢
を
叶
え
て
あ
げ
る
べ

く
応
募
し
採
用
さ
れ
ま

し
た
。

　

企
画
の
段
階
で
ど
う

す
れ
ば
感
動
し
て
く
れ

る
か
、ど
う
や
っ
た
ら
泣

い
て
も
ら
え
る
か
考
え

を
巡
ら
せ
チ
ー
ム
一
丸

と
な
っ
て
こ
の
日
に
臨

み
ま
し
た
。

　

本
当
は
た
く
さ
ん
の
友
人

な
ど
も
招
い
て
盛
大
に
行
い

と
い
う
思
い
も
あ
る
中
で
、コ

ロ
ナ
の
影
響
で
限
ら
れ
た
人

員
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、携
わ

っ
た
す
べ
て
の
人
が
笑
顔
に

な
れ
る
企
画
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
日
の
様
子
は
太
子
町

の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
動
画
が
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
ま
す
。是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

夢
が
夢
を
叶
え
た

夢
が
夢
を
叶
え
た
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